
 

 

 

 

  

                  昨年の 11 月下旬に全児童対象に学校教育評価に係る児童アンケート調査を実施

しました。 

アンケート項目は、全部で 20 項目あります。それぞれの項目に対して A：そう

思う。B：どちらかといえばそう思う。C：どちらかといえばそう思わない。D：そ

う思わない。４段階評価とし、タブレット フォームで回答を得たものです。また、

右側には、A：そう思う。B：どちらかといえばそう思う。を肯定的評価、C：どち 

らかといえばそう思わない。D：思わない。を否定的評価と捉えて合算した数値を表示しています。（百分率表示は四捨五入した数

値となっており、必ずしも 100％になっていません。） 
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 児童アンケート集計結果           

＜考察＞ 全 20設問の肯定的評価の平均数値は、87.65％でした。学校教育が担う、一人ひとりの学力・能力・個性の伸長は基よ

り、人と人とが望ましい人間関係を築いていくコミュニケーションスキルの向上を図っていくためにもバランス感覚を意識した教

育を進めていかなければならないと考えています。子どもたち自らが「学びたい。」「頑張っていきたい。」という主体性を強く持っ

ていることも数値から読み取ることができ、私たち教職員が、子どもたちの潜在的な思い・想いをくみ取り、子どもたちが自身の

成長をしっかり体感できる教育環境の構築を図っていかなければならないと思いました。保護者の皆様・地域の皆様のご支援・ご

協力を頂きながら、今後も時代に応じた教育の推進に全力で取り組んでいきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 


